
^ 国立大学財務・経営センター
債務負担金（＊３）

(2¶310¶734¶038) (2¶516¶551¶722) (205¶817¶684)

_ 長期借入金（＊３） (4¶677¶364¶000) (4¶864¶516¶914) (187¶152¶914)

` 長期未払金 (962¶385¶276) (973¶802¶744) (11¶417¶468)

a 未払金 (4¶442¶585¶205) (4¶442¶585¶205) 0

（＊１） 負債に計上されているものについては、（ ）で示している。
（＊２） 未収附属病院収入に個別に計上している徴収不能引当金を控除している。
（＊３） 一年以内返済予定額を含んでいる。

（賃貸等不動産の時価等に係る注記）
当法人は高松市屋島中町地区等に寄宿舎等を有している。これらの賃貸等不動産の貸借対照表計上
額、当期増減額及び時価は次のとおりである。 （単位：円）

貸 借 対 照 表 計 上 額（注１） 当期末の時価
（注３）前 期 末 残 高 当期増減額（注２） 当 期 末 残 高

1¶312¶350¶024 7¶577¶652 1¶319¶927¶676 1¶239¶849¶998

（注１） 貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累計額を控除した額で
ある。

（注２） 当期増減額のうち、主な理由は次のとおりである。
取得等による増加（男子寮ほか１箇所） 45¶708¶870円
減価償却等による減少（男子寮ほか７箇所） 38¶131¶218円

（注３） 当期末の時価は、主として路線価及び固定資産税評価額に基づいて合理的な調整を行っ
て算定した金額である。

また、賃貸等不動産に関する平成25年３月期における収益及び費用等の状況は、次のとおりである。
（単位：円）

賃 貸 収 益 賃 貸 費 用（注４） そ の 他

20¶143¶314 51¶546¶384
（7¶126¶823）

0
（0）

（注４） 「賃貸費用」欄下段（ ）内の金額は損益外減価償却相当額を内数として記載している。
（重要な債務負担行為） （単位：円）

契 約 内 容 主な契約先 翌期以降の債務負担額

（医病）病棟等新営その他工事 戸田建設j 1¶940¶190¶000

（単位：円）

契 約 内 容 主な契約先 翌期以降の保証総額

（幸町）学生寮に係る入居保証~ 積和不動産中国j 555¶240¶420

~ 入居率が一定水準を下回る場合、その不足相当額を当法人が負担することとなっており翌期以
降の保証総額には、入居率が０％の場合の負担額を記載している。

（重要な後発事象）
当該事項はありません。

^ 減損額のうち、損益計算書に計上した金額と計上していない金額の主要な固定資産ごとの内
訳

区 分 土 地 構 築 物 計

損益計算書に計上した金額

損益計算書に計上していない
金額

920¶000円 352¶988円 1¶272¶988円

計 920¶000円 352¶988円 1¶272¶988円

（医病）病棟等新営その他電気設備工事 東光電気工事j 698¶400¶000

（医病）病棟等新営その他機械設備工事 ダイダン・三建特定建
設工事共同企業体

1¶182¶900¶000

（医病）基幹・環境整備（自家発電設備増設
等）工事

三菱電機プラントエン
ジニアリングj

585¶900¶000
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~ 金融商品の時価の算定方法
\ 現金及び預金、並びに] 未収附属病院収入
これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額に
よっている。
なお、未収附属病院収入のうち貸倒懸念債権については、個別に計上している徴収不能引当
金を控除している。

^ 国立大学財務・経営センター債務負担金、_ 長期借入金、及び` 長期未払金
これらの時価については、元利金の合計額を新規に同様の借入又は、リース取引を行った場
合に想定される利率で割り引いて算定する方法により算定している。

a 未払金
短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によってい
る。

_ 回収可能サービス価額
回収可能サービス価額は正味売却価額により算出している。正味売却価額は、不動産鑑定士
による平成23年９月時点での「土地・建物等にかかる意見価格」に、用途廃止時における下落
率を鑑みた上、さらに処分見込費用を差し引いた結果、０円となった。

| 附属宿舎_

\ 減損を認識した固定資産の用途、種類、場所、帳簿価額等の概要
用 途 附属宿舎_

種 類 構築物
場 所 高松市紫雲町134番１
帳簿価額 475¶567円

（固定資産の減損に係る注記）
１．減損を認識したもの
{ 実験実習宿泊施設
\ 減損を認識した固定資産の用途、種類、場所、帳簿価額等の概要

用 途 実験実習宿泊施設
種 類 土地・構築物
場 所 さぬき市前山字青木山2730`３
帳簿価額 1¶272¶989円

] 減損の認識に至った経緯
平成24年６月21日付で施設の用途廃止並びに、土地及び建物の売却が決定したことによる。
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